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No.47 2026年９月１日　発行／天使大学後援会　会長／西尾久美子

〒065-0013　札幌市東区北13条東3丁目1番30号　TEL: 011-741-1051　Email: kouenkai@tenshi.ac.jp

仲間とともに歩むキャンパスライフ
―仲間や先輩との出会いに支えられて―

　天使大学に入学した当初、私は新
しい環境になじめるか、そして友達
ができるかとても不安に感じていま
した。しかし、大学生活を送る中で、
多くの人との出会いに恵まれ、その
不安は次第になくなっていきました。

　特に、スポーツサークルに参加したことが友人関係を築
く大きなきっかけとなりました。サークルではバレーボール
やバドミントンを楽しみながら活動しており、学年を超え
て交流することができます。活動を通して自然と会話が増え、
同級生だけでなく先輩方とも親しくなることができました。
先輩方はとても優しく接してくださり、大学生活や勉強に
ついて気軽に相談できるため、とても心強く感じています。
　また、学食も私にとって大切な場所の一つです。後援会
の助成により、そばやうどんを200円という手頃な価格で
食べることができ、学生生活を送る上でとても助かってい
ます。さらに、学食は食事をするだけでなく、友達とたわ
いのない話をしたり、授業や勉強について話し合ったりす
る場にもなっています。そのような時間を重ねることで、
友達との仲もさらに深まりました。
　入学当初は不安でいっぱいでしたが、スポーツサークル
や学食での交流を通して、多くの友人や優しい先輩方と出
会うことができました。現在では毎日が充実しており、安
心して大学生活を送ることができています。
　これからも仲間とのつながりを大切にしながら、看護師
という目標に向かって勉強や学生生活に励んでいきたいと
思います。

不安から笑顔あふれる大学生活
―合唱コンクールや天使祭で深まった絆―

栄養学科１年　高橋　朋以看護学科１年　田中　健悟

　入学前、一番不安だったことはや
はり男子学生の少ない大学でうまく
人間関係を作れるかどうかでしたが、
その心配は一切必要ありませんでし
た。大学に入学して３か月、勉強は
さておき、毎日楽しく過ごせています。

　５月には、短期大学時代からの伝統行事である合唱コン
クールに参加しました。練習は各自空いている時間にみんな
で連絡を取り合い、空き教室を使って行いました。たっぷり
時間を取ることができたわけではありませんが、その分メン
バー同士で工夫して何とか本番までに仕上げることができま
した。入学して割とすぐの時点で、こういった何か一つのこ
とに向かって友達と協力して取り組める行事があったことで、
クラスメイトと仲良くなるとてもいい機会となりました。
　６月の行事は天使祭で、この日は大学全体が勉強を忘れ
て精一杯楽しむことだけに力を入れていました。天使祭は
後援会から運営費が補助されていたので、そのお陰か葦の
会が用意する景品はとても豪華でした。抽選会では見たこ
とのない盛り上がり具合で、みんなすごく楽しそうにして
いました。私は景品は当たりませんでしたが、その雰囲気
だけでとても楽しかったです。
　私は家が少し遠いので、朝早くでなければならずお弁当
を持ってくることができない日が度々あるのですが、学食
では補助金が出ているので安くお昼をとることができてい
つもとても助かっています。
　今後も天使大学が学生全員にとって、笑顔あふれる居心
地の良い大学であり続けてほしいと思います。

スポーツサークルの仲間と共に 合唱コンクールに参加
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支えられて広がる大学生活
―学食と大学行事がつくる充実した毎日―

　天使大学に入学してから約３か月
が経ち、大学生活にも少しずつ慣れ
てきました。授業や実習、課題など
で忙しい毎日ですが、友人と支え合
いながら充実した日々を過ごしてい
ます。その中でも、私が特にありが

たいと感じているのが学食です。
　大学の学食では、後援会の助成により学生証を提示する
と割引価格で利用することができ、学生にとってとても心
強い存在になっています。栄養バランスの良い食事を手頃
な価格で食べる
ことができるた
め、忙しい日で
も安心して利用
することができ
ます。授業が続
く日や実習で疲
れた日でも、温
かい食事を食べ
ることで気分がリフレッシュされ、午後の授業にも前向き
な気持ちで取り組むことができています。また、友人と一
緒に食事をしながら授業のことや日常の出来事を話す時間
は、大学生活の楽しみの一つになっています。
　さらに、天使祭では多くの方が来場し、大学全体が一つ
になって盛り上がる様子を感じることができました。友人
と一緒に天使祭を楽しみながら、多くの方と交流する機会
にもなり、充実した思い出となりました。このような行事
が開催できるのも、後援会の助成のおかげであり、学生の
一人として感謝しています。
　大学生活を送る中で、後援会の支えをさまざまな場面で
実感しています。これからも感謝の気持ちを忘れず、学業
や大学行事に取り組み、多くのことを学びながら充実した
学生生活を送っていきたいと思います。

新しい仲間と歩み始めた大学生活
―合唱コンクールと天使祭で深まった絆―

看護学科１年　菊地　姫由栄養学科１年　佐藤はるひ

　天使大学に入学して３か月が経ち
ました。高校の頃と比べて環境も授
業の形式も変わったので慣れるまで
が大変でした。しかし、大学で新し
い友達がたくさんできてとても充実
した日々を送っています！　この３

か月の間に２つの行事に参加できました。１つ目は５月に
行われた合唱コンクールです。大学に合唱コンクールがあ
るのは珍しいと感じていましたが、クラスのみんなと空き
コマを使ってたくさん練習し、優勝を目指して改善すべき
ところや良かった点などを話し合うことによってみんなと
仲良くなれたように感じます。私たちが歌った曲は
RADWIMPSさんの「正解」です。結果は準優勝でした！　
演出などをこだわっていたクラスもあってとても楽しむこ
とができました。来年は優勝目指して頑張ります！　２つ
目は６月に行われた天使祭です。大学での初めての学校祭
でとてもわくわくしていました！　私たちはいちごあめを
販売しました。たくさんのお客さんに買っていただいたお
かげで完売することができました。天使大学には食べ物系
のサークルがたくさんあり、学校祭で模擬店がたくさんで
ていました。また、葦の会の皆さんが準備してくださった
抽選会では豪華景品が沢山で学年関係なく盛り上がること
ができ、とても楽しい学校祭になりました。日常生活での
楽しみは中庭で過ごすことです。天気がいい日のお昼休み
に中庭で友達とピクニックをしたり、草むらに寝転がった
り、遊んだりして
います。テスト期
間にはマリアホー
ルで友達と一緒に
勉強しています。
夏休みを満喫する
ために必死に頑
張っています！

ご
案
内

Food and Life Step-up Ceremony

（栄養２年次）

日時：2026年10月16日（金）

　　　13時30分開式　14時30分閉式予定

戴帽式（看護２年次）

日時：2026年11月20日（金）

　　　14時00分開式　15時30分閉式予定

卒業証書・学位記授与式

日時：2027年３月15日（月）

　　　10時00分開式　11時30分閉式予定

場所：天使大学　体育館（２号館５階）

※予定は変更となることがありますので

最新の予定はホームページ等でご確認

ください

マリアホールで友人とテスト勉強

学食で友人と昼食
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日　　　時 2026年10月10日（土）　10：00 ～ 11：30
会　　　場 天使大学　２号館３階　2303講義室（予定）

〒065－0013 札幌市東区北13条東３丁目１番30号
講　　　師 藤女子大学ウェルビーイング学部子ども教育学科教授　高橋真由美先生
テ　ー　マ 多様な人々が交わり育ち合う社会とは―乳幼児期の子どもの育ちから考える

専門は子ども学、保育学。幼稚園教諭や保育士としての勤務経験を活かし、子どもの遊びの理
解や保育者の専門性の向上などの研究に取り組む。今回は、乳幼児期の子どもの育ちを紐解き
ながら、多様な人々が互いに交わり、育ち合う社会のあり方についてお話しいただきます。

参　加　費 無料
お申込方法 ＱＲコードを読み取り、申込フォームから10月２日（金）までにお申込みください。
 （申込フォーム：https://forms.gle/8xHSPhRaGTepobCL7）

２
０
２
６
年
度

天使大学教育講演会のご案内
2026年10月10日（土）　10：00 ～ 11：30

（予定）
〒065－0013 札幌市東区北13条東３丁目１番30号
藤女子大学ウェルビーイング学部子ども教育学科教授　高橋真由美高橋真由美先生

多様な人々が交わり育ち合う社会とは―乳幼児期の子どもの育ちから考える多様な人々が交わり育ち合う社会とは―乳幼児期の子どもの育ちから考える
専門は子ども学、保育学。幼稚園教諭や保育士としての勤務経験を活かし、子どもの遊びの理専門は子ども学、保育学。幼稚園教諭や保育士としての勤務経験を活かし、子どもの遊びの理
解や保育者の専門性の向上などの研究に取り組む。今回は、乳幼児期の子どもの育ちを紐解き解や保育者の専門性の向上などの研究に取り組む。今回は、乳幼児期の子どもの育ちを紐解き
ながら、多様な人々が互いに交わり、育ち合う社会のあり方についてお話しいただきます。ながら、多様な人々が互いに交わり、育ち合う社会のあり方についてお話しいただきます。

申込フォームから10月２日（金）までにお申込みください。申込フォームから10月２日（金）までにお申込みください。
https://forms.gle/8xHSPhRaGTepobCL7））

天使大学教育講演会のご案内天使大学教育講演会のご案内

保護者懇談会開催のご案内2026年度

　本学の教育理念や教職員による学生への支援体制などをご説明し、大学への理解を深める機会
として、企画・開催させていただきます。
　各学科の全般的な状況説明のほか、希望者には担当支援教員との個別面談を予定しております。

本学参加予定者：後援会会長、学長、看護学科長、栄養学科長、就職委員長、各学科支援教員 等
お 申 込 方 法：QRコードを読み取り、申込フォームから９月25日（金）までにお申込みください。
　　　　　　　　（申込フォーム：https://forms.gle/4zmD4TPbUB7241na7）

日　　　時：2026年10月10日（土）

全体説明会：13：00 ～ 14：00　全体説明会（オンライン中継あり）

個 別 面 談：14：15 ～ 16：00　個別面談（希望者）

会　　　場：天使大学
　　　　　　札幌市東区北13条東３丁目１番30号
　　　　　　電話番号：011－741－1051

会  場

　　　　　　
　　　　　　

後援会の情報については、ホームページでご案内します。

https://www.tenshi.ac.jp/kouenkai/

後援会ホームページを開設します
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2026年度 後援会第１回理事会の開催結果後援会第１回理事会の開催結果
　７月30日に後援会第１回理事会が開催されました。理事会では、西尾後援会会長、二宮学長の挨拶

後、議案の審議を行いました。各議案については提案どおりに承認されました。また、2026年度の後

援会保護者懇談会の開催日時や教育講演会の開催について承認されました。

１．学生関連助成
　2025年度と同様、天使祭の事業運営、学生のクラブ・ボ
ランティア活動、親睦ゼミ（１年次生）・修養会（２～４
年次生）等を支援することを目的として助成します。
　また、大学の図書購入は専門書が中心となっており、学
生の要望する図書の購入が十分とは言えない状況にあるた
め、前年度と同様に学生が希望する図書あるいは一般教養
に関する図書の購入費を助成します。
　また、卒業生へ卒業記念品を贈呈します。

２．奨学金助成
　2025年度と同様に、経済的に修学が困難で優秀な学生を
支援するために、天使大学給付奨学金として3,200,000円、
学業成績優秀者奨励金として300,000円を助成します。

３．地区懇談会助成
　2026年度は、札幌地区のみでの対面開催を計画し、全体
会については、オンライン会議システムで配信を行います。

４．教育講演会助成
　後援会会員や地域住民を対象に生涯学習・社会教育の一
環として、天使大学が企画する教育講演会に助成します。

５．花壇整備助成
　天使大学キャンパス内の花壇整備へ助成します。

６．周年事業積立
　天使大学が校舎等を新増設する際に、備品等の一部を助
成することを目的に、1,000,000円の積立を計画します。

７．その他の助成
　天使大学からの要望等を後援会理事会で審議のうえ、助
成します。

　2025年度会計決算書と2026年度会計予算書
はホームページにて公開します。

2026年度　天使大学後援会役員
役　職 氏　　名 所　　属　　等

顧　問 二　宮　信　一 天使大学学長

会　長 西　尾　久美子 天使女子短期大学卒業生（栄養科18回生）

副会長 三　上　美　鈴 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科35回生）

理　事

澁　谷　恵　子 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科26回生）

乗　松　奈穂美 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科34回生）

菅　井　このみ 天使女子短期大学卒業生（栄養科39回生）

大　橋　みちる 看護学科保護者代表（４年次）

遠　藤　文　子 栄養学科保護者代表（４年次）

猫　塚　紀　夫 看護学科保護者代表（３年次）

本　多　早良子 栄養学科保護者代表（３年次）

清　水　百合子 看護学科保護者代表（２年次）

大和田　　　睦 栄養学科保護者代表（２年次）

萩　野　貴　志 看護学科保護者代表（１年次）

木　村　　　智 栄養学科保護者代表（１年次）

役　職 氏　　名 所　　属　　等

理　事

大　野　和　美 看護学科長

鈴　木　純　子 栄養学科長

川　口　雄　一 教養教育科長

安　積　陽　子 学生部長

田　中　さおり 就職委員長

横　山　聖　美 看護学科支援教員代表

岡　部　哲　子 栄養学科支援教員代表

監　事
佐　藤　そのみ 天使女子短期大学卒業生（衛生看護科33回生）

窪　田　公　香 天使女子短期大学卒業生（栄養科38回生）

事務局

岩　間　久　哉 天使大学事務局長

豊　島　利　昭 天使大学総務課長

高　山　美　香 天使大学財務課長

渡　邉　泰　央 天使大学学務課長補佐

堀　切　俊　介 天使大学総務課主幹


